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和光市 立地適正化計画 オープンハウス結果 
 

1.開催概要 

（1）開催目的 

市の現状・課題やまちづくりの方針などに係る情報を市民に提示し、立地適正化計画に基づくまちづくり

意向収集と令和６年度から予定している届出制度に対する案内を目的とする。 

 

（2）開催場所 

以下の市内 3 箇所で開催した。 

・和光市役所   ・イトーヨーカドー和光店   ・和光市図書館下新倉分館 

 

（3）開催日程 

和光市役所 

2023 年 4 月 17 日（月）～5 月 2 日（火） 

イトーヨーカドー和光店・和光市図書館下新倉分館 

2023 年 4 月 25 日（火）～5 月 2 日（火） 

 

（4）開催方法 

立地適正化計画の説明、市の現況や今後のまちづくりの方針な

どの説明パネルの展示及びパネルアンケートにシールを貼って回

答いただく形式の簡易アンケートを行った。 

簡易アンケートは QR コードを各自で読み取ってもらい、

Google フォームを使用した Web 回答も可能であるように実施

した。 

 

（5）アンケート回答結果 

 回答数 割合 

南地域 18 件 9.8％ 

東地域 20 件 10.9％ 

北地域 87 件 47.5％ 

中央地域 58 件 31.7％ 

全体 183 件 100％ 

 

【備考】 

和光市役所 南地域：３件 東地域：2 件 北地域：2 件 中央地域：9 件  計：16 件 

イトーヨーカドー和光店 南地域：11 件 東地域：5 件 北地域：13 件 中央地域：36 件  計：65 件 

和光市図書館下新倉分館 南地域：3 件 東地域：12 件 北地域 65 件 中央地域：10 件  計：90 件 

WEB 南地域：１件 東地域：１件 北地域：７件 中央地域：３件  計：12 件  

資料２ 
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（６）開催の様子 

＜和光市役所＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜イトーヨーカドー和光店＞ 

 

 

 

 

 

＜和光市図書館下新倉分館＞ 
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２.アンケート集計結果 

 

問１．お住まいの地域または近い地域を教えてください。 

<分析> 

・北地域が最も多く87件、次いで中央地域が58件、東地域が20件、南地域が18件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2-1. お住まいの地域の買い物や通院など日常生活のしやすさを教えてください。 

<分析> 

・買い物や通院など日常生活のしやすさは、南地域・中央地域は「とても便利・生活しやすい」が最も

多く、東地域・北地域は「それなりに便利・生活しやすい」が最も多い。 
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問 2-2. 自宅から、駅や目的地までの公共交通の利便性（市内の公共交通について）を教えてください。 

<分析> 

・自宅から、駅や目的地までの公共交通の利便性は、中央地域・南地域は、「とても便利」「それなりに

便利」をあわせると約7割で、中央地域では「とても便利」が半数を占めている。東地域・北地域も5

割を超えているが、「あまり便利ではない」「不便」の割合が4割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2-3. お住まいの地域の浸水や土砂災害などの災害に対する安全性を教えてください。 

<分析> 

・南地域・中央地域は「とても安全だと思う」「それなりに安全だと思う」が大半を占めているが、東地

域・北地域は「少し不安がある」「不安」が南地域・中央地域と比べ多い。 
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問 3.今後、和光市駅周辺がどうなってほしいですか？（2 つまで回答可） 

<分析> 

・全地域に共通して「和光市駅北口の開発を早く進めてほしい」が最も多く、次いで「もっと色々な施

設が充実してほしい」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4.防災に関する今後のソフト対策として、特に重要と考えることはどれですか？（2 つまで回答可） 

<分析> 

・全地域に共通して「避難できる場所や体制を整える」が最も多く、次いで東地域・北地域・中央地域

は「様々な伝達手段により災害情報を的確に提供する」、南地域は「市民の防災意識を高める」とな

っている。 

 

 


